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１．本研究の背景と目的

この研究は、2019年4月から2022年3月までの3年間に渡る大学生ボランティアによる

鎌倉市『放課後かまくらっ子』の活動支援を通した「地方創生カレッジ」のアクションリ

サーチである。

鎌倉市における放課後児童健全育成事業は、近年『放課後かまくらっ子』という名称に

変更し、学童保育とアフタースクールを融合した児童健全育成を実施している。

『放課後かまくらっ子』では、日常的な専門の支援員による児童健全育成以外に、大学

生等の地域を代表とする外部ボランティアの参画による児童健全育成の新たな効果が期待

されている。

本研究は、『地方創生カレッジ－大学生ボランティアによる日本（鎌倉）文化伝承プロ

ジェクトの実践－』に関する研究としてスタートし、大学生ボランティアによる児童健全

育成事業への参画効果の実態を明らかにするものである。

鎌倉女子大学は、2019年11月に鎌倉市と「鎌倉市放課後かまくらっ子における地方創生

プロジェクトによる連携及び協力に関する協定書」を締結し、本来なら2020年4月から7

月までの期間に本プロジェクトは実施される予定であったが、新型コロナウイルス感染症

拡大の下、実施期間の変更を余儀なくされ、実際は2020年8月から12月の期間中に、『日

本（鎌倉）文化伝承プロジェクト』のアクションリサーチとして実施した。

アクションリサーチの実施に伴い、ボランティアの主体である学生が、「日本（鎌倉）

文化伝承プロジェクト」を計画し、準備し、実践する一連の PDCAサイクルの中で、①

参加に「至った動機」を始めとする事前意識、②プロジェクト準備期の意識、③プロジェ

クト実施直後の意識、④プロジェクト終了後の総合的自己評価に関する意識の変容につい

て質問紙調査を元に、大学生ボランティアの参画が児童健全育成事業に果たす効果や役割

について明らかにする。今年度はその最終報告として、これら横断的質問紙調査結果から

得られた本プロジェクトの効果を報告していく。

２．横断的質問紙調査から得られた本プロジェクトの効果

（１）学生ボランティアの募集手続き

「鎌倉文化伝承プロジェクト」の実施は、当初2020年の4月にスタートする予定であっ

たが、新型コロナウイルス感染症が拡大する中、大学授業の開始が大幅に遅れると共に、

全ての授業がオンラインでの実施となったため、学生ボランティアによるプロジェクトメ

ンバーを募る方法は困難を極めた。学生へのボランティア参加の周知は、ポスター等の掲
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示物による情報提示が一般的である。オンライン授業への移行は、学生のみならず、教員

にとっても活用実績が乏しい中での新たな挑戦であった。

オンラインによる学生の情報周知は限定的にならざるを得ず、研究メンバー（5人：小

泉、松田、飯田、柴村、杉山）の担当するZoom授業やZoomゼミナールでの口頭周知で

実施し、任意の参加を募ったところ、当初24名の学生のエントリーがあった。

（２）質問紙調査の方法

第 1回の事前意識調査から第 4回のプロジェクト終了時「総合的自己評価」調査は、

GoogleFormsを利用したオンライン調査によるものである。

アンケートの記入はオンライン上であるため、学生自身による記入期間はそれぞれ幅を

持って設定している。また、5つのプロジェクトは、実際の当該会場でのプロジェクト進

行状況が異なるため、記入の時期もそれぞれ異なっていることが特徴である。そのため、

各回の記入状況にばらつきが生じている。

・第1回（事前）調査：データ数24名

・第2回プロジェクト準備期の意識：データ数17名

・第3回プロジェクト実施直後の意識：データ数11名

・第4回プロジェクト終了後の総合的自己評価：データ数22名

※参加者全員に交通費を支給しているため、最終的に参加した学生名簿を作成したとこ

ろ、全体で27名の参加が明らかになっている。

（３）第１回（事前）調査結果から窺えるボランティア学生の傾向

登録当初の学生内訳は、教育学科3年（1）、教育学科2年（5）、教育学科1年（6）、

児童学科4年（2）、児童学科3年（3）、児童学科2年（1）、初等教育学科1年（6）

の合計24名である。

第1回アンケート調査からは、1年生の参加が12名と全体の半数を占める中、教育や保

育ボランティアの経験（無し）が47％、実習経験無し54％という実態を把握した。

またこの「プロジェクトに参加した理由」項目では、平均値が高い順に「ボランティア

をやってみたいと思ったから」（4.4）、「学童保育について関心があったから」（4.1）、「地

域の子どもの活動に関心があったから」（4.1）、「学童保育のプログラムに関心があるから」

（4.0）、「教育職・保育職に就きたいから」（4.0）であった。一方で平均値が低いものは、
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図１ ボランティア経験の有無 図２ 実習経験の有無



「鎌倉市に住んでいるから」（1.6）、「将来学童保育の指導員になりたいから」（1.9）、「大学

の仲間に誘われたから」（2.5）、「地方創生に関心があるから」（2.8）であった。

「参加する際の希望条件」項目では、「プログラムは子どもの満足度を重視したい」（4.4）、

「準備する充分な時間が欲しい」（4.1）という結果が得られた。

「参加するにあたり習得したい知識や技能」項目では全項目において、平均値が高い傾

向にある。「子どもの発達に関する知識と理解」（4.5）、「コミュニケーション能力の向上」

（4.4）、「子どもの評価や理解に関する知識と技術」（4.3）、「小学生の学習を指導する方法

技術」（4.2）、「ティームで学童保育を営む知識や技術」（4.2）が高い傾向にあった。

一方、「参加するにあたって不安な要素」項目は、他の項目に比べ総じて平均値は低い。

「自分の学童に関する保育技術への不安」（3.7）、「大学の授業がありボランティアに参加

できないかもしれない不安」（3.6）がやや高い不安傾向が見られた。

以上の結果から、プロジェクトにエントリーを果たした学生は、地域の学童保育への関

心が高いだけではなく、参加するなら「子どもの満足度を重視する」という傾向が顕著で

あり、質の高いプロジェクトを実践したいという意気込みが窺える。

そのために習得したい知識や技術の内容は、子どもの満足度を満たす実践のため広範囲

に及ぶものである。プロジェクト参加への動機や熱意の高さが窺える中、ボランティア等

の経験不足による知識や技術への戸惑い・不安が散見されるのは、教職や保育職を目指す

学生の真摯な姿勢の表れであると思われる。

第1回目アンケートの自由記述には、「鎌倉文化伝承プロジェクト」の参加にあたり次

のような記述がある。ボランティアに参加することの意義、鎌倉（地域）の文化を知るこ

とへの意義、地方創生への意識を実感している記述として特記しておく。（表1）
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表１

（１年生Ａ）私はこのようなボランティアに参加することが初めてなので、子どもたちと有

意義な時間が過ごせるよう先生方や仲間たちと協力をして、頑張っていきたいです。 よろ

しくお願いします。

（１年生Ｂ）私は大学生活の中で、ボランティアに励もうと考えていたため、自分でもSNS

などで調べてみましたが、何から始めていいかわからなかったため、大学でこのように企

画していただいたのはありがたいです。至らないこともあると思いますが、将来教職に就

くために自分の経験の幅を広げられたらと思います。

（２年生）学生と子どもが鎌倉のことを楽しく知ることができる活動にできたらいいなと考

えています。鎌倉の大学に通っているのにも関わらず、鎌倉のことをよく知ることができ

ていないと思うので、子どもとの関わりを経験しつつ、鎌倉のことを知ることができる活

動になると期待しています。
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図３ 鎌倉文化伝承プログラムに参加した理由
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図４ 鎌倉文化伝承プログラムに参加する際の希望条件
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図５ 参加するにあたり習得したい知識や技能
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（４）大学教員によるボランティア育成講座の実施

第1回（事前）調査結果から、学生のボランティア及び実習経験の乏しさが窺えたこと

から、大学教員研究メンバー（小泉、松田、飯田、柴村、杉山）により、「ボランティア

育成講座」を開催し、学生主体のプロジェクトを後方から支援する取り組みを行った。

実施されるプロジェクトの質的充実を図るために、ボランティアの主体である学生達の

期待やモチベーションの高さを維持し不安に対する相談助言をはじめ、学生指導には鎌倉

女子大学授業支援システム ・manabacourse・を活用し、オンラインによる情報提供や相

談支援等を行った。「ボランティア育成講座」は、 7月29日を皮切りに、全体説明会と5

つのプロジェクト分科会を適時開催するなど、プロジェクト実施直前に至るまで学生の状

況に応じて支援した。

（５）大学生ボランティアによる「プロジェクト」の内容報告

大学生ボランティアによる日本文化（※後に通称「鎌倉文化」と呼称）伝承プロジェク

トの実践は、当初OneTeam構成の単一プロジェクト（柴村・杉山チーム「日本文化伝承

（鎌倉文化を子どもに伝えよう）」として計画していたが、コロナ禍においてプロジェクト

の内容改善を余儀なくされ、「かまくらすごろくで地域を学ぶ！遊ぶ！繋がる！」をテー

マとした活動に拡大することとなった。

オンラインを活用するプロジェクト（小泉・松田・飯田チーム「デジタルかまくらすご

ろく」）を追加し、合計5つの「かまくらっ子」を会場として実施することとなった。

先稿では、柴村・杉山チーム「日本文化伝承（鎌倉文化を子どもに伝えよう）」及び小

泉・松田・飯田チーム「デジタルかまくらすごろく」の実践について中間報告をしたため、

本稿では紙面の関係上割愛する。2020年度中間報告参照）

（６）第２回プロジェクト準備期の意識から窺える傾向

学生がグループに分かれプロジェクトを立案する準備期に、第2回の調査を実施した。

5つのプロジェクトは、施設毎に当該支援員（責任者）達と打ち合わせを重ね、実施日

を決定する。そのため第2回調査の記入時期も学生自身に委ねられており、データ数は当
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図６ 参加するにあたっての不安な要素
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初より減少し17名（77％）に留まっている。

準備期においては、「子ども主体の活動」（4.7）、「身体を動かす健康的な活動」（4.3）へ

の期待が高く、「放課後の子どもの活動が具体的にイメージできている」（4.0）と肯定的

な傾向が伺えた。

「鎌倉文化伝承プロジェクト」の内容に対する意識では、「鎌倉の歴史を教える自信」

（2.3）は決して高くないが、学生自身が「鎌倉文化・歴史に対する興味」（4.6）を持って

臨む姿勢が窺える。また、本プロジェクトのBasicContentsである「子どもにとってすご

ろく遊びは楽しい活動」（5.0）への関心は極めて高いことが分かった。

一方、放課後かまくらっ子の支援員やボランティアの役割意識項目では、「子どもの活

動の様子を見守る役割」（4.6）、「子どもの自由意思を尊重するべき人」（4.5）、「保護者の

仕事と子育ての両立を支援する人」（4.3）に対する意識が高い傾向にあった。

子どもに関わる姿勢やイメージが、所謂学校の教師のそれとは異なり、子どもを尊重し

寄り添う姿勢、保護者の子育て支援に繋がる児童健全育成の役割であることに理解を深め

る様子が窺える。教育的責任を担う教員や保育者を目指す学生にとって、このボランティ

ア経験を通し、子どもと接する姿勢への新たな気づきは、注目に値するところである。
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図７ プロジェクトを計画するにあたって
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図８ 鎌倉文化伝承プロジェクトについて
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（７）第３回プロジェクト実施直後の意識から窺える傾向

第3回の調査は、プロジェクトを実施した後の自省としての意味を持つ調査である。

各プロジェクトの実施日や回数も多様であり、記入の時期も個人の裁量に任されている

ため、データ数は11名（50％）に留まっている。

調査結果からは、総じて自己評価が高い傾向にあることが分かった。

「ボランティア先の子どもと親しくなった」（m4.6）、「子どもの様子が理解できた」（m4.

3）、「子ども達に応じた活動支援が出来た」（m4.1）、「子ども達の放課後に相応しい活動

の支援が出来た」（m4.1）からは、プロジェクトに関わった自らの「支援力」の達成感を

得ている様子が窺える。「スタッフと交流できた」（m4.4）、「スタッフの役割が理解でき

た」（m4.3）からは、プロジェクトに参加し現場スタッフとの交流を通し、その職務・役

割に対する理解が深まったことが窺える。さらに「ボランティアの経験が自分のためになっ

た」（m4.6）、「プロジェクトに参加した満足度や達成感」（m4.3）が充分に得られたこと

は、学生自身の大きな成果であったことは注目に値する。学生自身が主体的に関わる地域

創生型のプロジェクトに参画した結果、子どもとの出会い・繋がりから得られた様々なコ

ンピテンシー、スタッフとの出会い・繋がりから得られたコンピテンシー等、肯定的な意

識（気づき）を獲得したのであり、この研究の成果が明らかになったと言えよう。
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図９ 放課後かまくらっ子の支援員やボランティアの役割について
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図10 プロジェクトに参加した自己評価
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（８）第４回プロジェクト終了後の総合的自己評価と横断的調査結果の考察

図11からは第1回（事前）アンケート時から第4回（終了時）アンケートの結果から、

プロジェクトスタート時の24名は、終了時までほとんどの学生（1名以外）が継続的に参

加していた実態が窺える。またプロジェクトが進行する中、活動の評判を聞き、4名の学

生が追加参加を果たしている実態も浮かび上がってきた。

学生ボランティアとして参加したプロジェクトは、延べ84回の参加実績で有り、一人の

学生が平均して3.2回の活動実績を重ねていたことが分かった。
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表２ プロジェクトに参加して良かった（ｍ：4.7）

子供たちと触れ合えたこと

保育実習とはまた違う小学生との触れ合いによって新たな学びや気づきを得たことやプロ

ジェクトを通じて学年や学科の垣根をこえて交流できたこと。さらに、個人的に表立って

みんなを引っ張る立場につくことが初めてであるため、非常にいい経験ができていると感

じた。

想像以上に子どもたちはなんでも出来るしアイデアがあるので楽しい活動になりそうだと

思いました。またいろいろな子どもがいるのでどのような接し方をしたら良いのか勉強に

なります。

実際に子どもたちと関わることができ、子どもたちや放課後支援の様子を知ることができ

ました。

子どもたちが楽しかったといって喜んでくれたこと。

学童での子どもと学校での子どもの雰囲気で違ったものが見れた。

子どもたちが進んですごろくに挑戦してくれたので、作って説明した甲斐がありました。

身近に小学生がいないため関わる機会がなかったが関われることができたから。

学校とは違った子ども達の一面を知ることが出来たことと、一緒にスゴロクで遊ぶことに

よって自身の学びに繋がった。

子供たちのことを知れた

子どもたちとのつながりが持てたこと

図11 参加学生のプロフィール（開始→終了）変化
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第 4回調査（総合的自己評価）の結果から、「保育職・教職に就職したい」（m4.7）と

いう（belief）信念が生成されたことが明らかになった。

「プロジェクトに参加して良かったこと」への自己評価得点はm4.9と、全項目中最も高

い値を獲得している。その具体的な内容について21名の学生が言及しており、その中の18

人から「子どもと触れ合う喜びや、直接関わって子どものことを理解できた実感・喜び」

がコメントされていることは大変特徴的である。また「支援員との出会い（3名）」や

「鎌倉文化や歴史との出会い（2名）」に言及している学生が散見された。

最後にこの研究の総合的な成果について、質問項目「放課後かまくらっ子「鎌倉文化伝

承プロジェクト」に参加した結果貴方自身にどの様な変化があったか」から得られた結果

を元に考察していく。

記述された文章を意味のある句点で切り、文の意味についてカテゴリー分類をした。

カテゴリーには①子どもを導く力、②自己の成長（積極性）、③鎌倉文化の魅力、④ボ

ランティア活動参加への姿勢、⑤教職・保育職への思い、⑥その他、の6分類とした。

得られた意味のある文章は30件で、そのうちカテゴリー①子どもを導く力に関する記述

は11件（36.7％）、②自己の成長（積極性等）に関する記述は5件（16.7％）、③鎌倉文化

の魅力に関する記述は6件（20％）、④ボランティア活動参加への姿勢に関する記述は4

件（13.3％）、⑤教職・保育職への思いは3件（10％）、⑥その他1件（3.3％）という結果

が得られた。

第1回調査から第4回調査に至るまで、学生ボランティアがこのプロジェクトに継続的

に参画した中で、教職や保育職に関する専門性の向上に繋がるモチベーションの獲得は極

めて大きな成果である。地域の子ども達や支援員との出会いや繋がりから得られた自己肯

定感、地域支援ボランティに参加する意義の獲得、そして今まで意識に上がらなかった鎌

倉文化への親しみの向上等、『地方創生カレッジ－大学生ボランティアによる日本（鎌倉）

文化伝承プロジェクトの実践－』だからこそ得られたコンピテンシーである。

地方創生カレッジ

� 大学生ボランティアによる日本（鎌倉）文化伝承プロジェクトの実践�
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図12 参加したプロジェクト実績（人数）延べ84回
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図13 第4回調査（総合的自己評価） 図14 保育・教職に就きたいと思う



我々研究スタッフ、参画した学生ボランティア、鎌倉市放課後かまくらっ子に集う子ど

もや支援員らが「出会い・繋がり・自ら育つ」というテーマで集結した「地方創生型」の

アクションリサーチとして、その役割は実証できたのではないだろうか。

小泉裕子・松田広則・飯田篤司・柴村抄織・杉山勇人42

図15「学生自身に起った変化」に関する記述数
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表３ 学生自身に起った変化（自由記述）
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